












はじめに 

T 細胞,B 細胞,マクロファージなどの免疫担当細胞それぞれの分化段階に存在する細胞表

面抗原にむけられたモノクローナル抗体を作成することは免疫不全症における細胞の機能

異常が細胞のどのレベルでおこっているのかということを知る上で極めて有用であろうと

思われる。今回は機能的ならびに形態学的にヒト成熟マクロファージに近いとされる

human histi.ocytic lymphoma cell line U937 で感作された Balb/c 脾細胞とマウスミ

ェローマ細胞 P3U1 を細胞融合するすることにより,ヒト単球にむけられたモノクローナル

抗体を産生する融合細胞(ハイブリドーマ)を得た。この抗体の特異性ならびに意義につい

て述べてみたい。 


